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倭文についての文献研究

植村和代

はじめに

倭文という言葉は古代日本の諸文献にみられるもので，日本の文隷という意味であるが，具

体的には日本昌存の織物をさしていると思われる。

しかし，中世以後にはみられなくなるよっで，現代人にはなじみのない言葉であるG

まずどのように誤|むかであるが，これは後述する日本古代の諸文献からうかがうことができ

るであろう。『日本書紀.]1)には2箇所「委文jの言11み方例がある。 1斯図梨Jと「之頭於利j

である。また f万葉集Jl2)でも「倭文jが多いが「志都Jr之都jと書かれた笛所もある o 8廷
喜式.]3)には十三社 11委文神社Jの名がでてくるが， 11委文Jの多くに「シト 1)J 1 しつ ~J と

いう援りかながある。

以上かち 11委文J!ま吉代に「しつJ1しづJ1しつりJ1しづちJ1しつおりJrしづおりJ1し
とりJrしどりjなどとよばれていたらしい。基本は[しつjであろう。詳紹は後述する O
平成8年に発掘された 3世紀末の奈良県下池山古墳から 鏡面に付着した縞識物が出土し

たのであるが，これが「倭文jであると考えられる。 誌とんどが絹であるが一部大麻を使った

と思われる(全て絹との説もある〉稿織物で，奈良県立彊原考古学研究所に保存されている。

筆者は呂本識物文化研究会の会員と共に この下池山古墳出土の裂を再現研究する計画を持

っているが，本稿では，この裂が古代「倭文jとよば乱たものであることを，文献研究によっ

て指摘したいと考えている。

文献は多岐にわたるが，よく知られている f日本書紀.]8万葉集.]8廷喜式』のほか， 8釈日

本紀子)8言語拾遺.]5)なども検討する。また 鎌倉時代~江戸時代や現弐の文献にも言及した
し￥。

1 下池山吉墳出土の績織物

下池山吉噴発掘調査の報告書はまだ出ておらず， r調査概報」が奈良黒立橿原考古学研究所
から発表されているのみである。

この概報によると，古墳時代前期， 3世紀末と患われる天理市の下池山古墳から，埋葬施設

とは別の小在室から大型傍製鏡が出土した。これは被葬者の遺体を護る呪物というより，むし

ろ墓そのものへ葎げられたのではないかという晃方が示されている。この大型鏡に付着してい

たのが績織物で，鏡を包んでいたものと患われる。青・黄緑・茶の結から成ち(図)経密震は
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(c) (d) (a) (b) (c) (d) 

下池出古墳出土縞蟻物の文様パターン
「下池山古墳・中山大塚古墳 調査既報」より

lcm 間に 70~80 本という綴密な裂である。

諜報にもこれが我が冨富有の織物である ri委文Jと考えられるという指摘があるが，素材に

ついては，一部大麻が費われていると記されているものの，全て絹であるという見方もあると

され，正式な報告書が待たれるところである。筆者は発掘され保存されて巨も浅いうちにこの

裂を顕微鏡で観る機会を得たが，青，黄緑，茶の色が績状に鮮やかに残っておち，綾密であり

ながら整然とまたゆったりとした織地とともに感動をもって観察した記'憶がある。

2 rヨ本書記tr古事記j

f日本書紀jは養老4年 (720)に舎人親王主裁のもとに完成した臼本最古の勅撰の歴史書

で為る。もと rs本紀iと帯、していたともいわれる。その編集の課程辻不明ではあるが，長期
間を費やして完成したと考えられる O

f日本書紀jには，まず巻二「神代下」に It委文神建葉槌命を遣わせぜ脹いぬ。. . . 1委文

神， ，lI:七をば斯毘梨俄未と云ふ」とある。建葉槌命は，出雲の神々を平定した時最後まで抵抗し

た星の神を競従させたという。この神が倭文の神であるという。 詮 1)の岩波文車販では「斯

国梨jを「しとりjと司11み， r昌史大系・日本書紀(吉J11弘文館・昭和41年刊)jでは「シヅ
リ」と言11んでいる。 1しどりJという言い方が「委文Jの言11みとして一般的ではあるが，この

ように，劃み方は必ずしも一定していない。我々の研究会では「しず〈づ〉りjと言っている。

次に巻六「垂仁天皇jに，石上神宮の神宝を作って収めた集団(部〉の中に 11委文部jが出

てくる。 i委文は宗教的な註格を帯びた裂であることがうかがえる。

巻十四「雄略天皇J~こは， 1倭文纏の諒床に立たし・. . Jとある。天皇が日本古来の美し

い倭文を巻いた胡床に接をお掛けになっている という意味である。

巻十六「式烈天皇jには， 1大君の調帯の倭文殻結び垂れ・. . Jという歌がある。天皇が

委文の菅を結び垂らしておられるという意味である。

更に巻二九「天武天皇」に「委丈達jという言葉が出てくる。「匙れをば之頭於利と云ふj

と続くので，この場合は「倭文jは「しつおり」と誤むようである。

f日本書紀jに表された「倭文」は神や天皇，宗教に深く関わっているように思おれる。

ごとお『日本書紀』と並び古代の文献として著名な『古事記j6)であるが 「倭文jという文字
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は出てこない。わずかに ある歌謡について (1仁徳天皇J)1・・・志都歌の歌返しなり。jと

いう記述があるが この「志都jが倭文を指すのかどうかは不明である。

3 r万葉集J

主として 7世紀後半から 8世紀前半までの飛鳥・奈良時代にわた与， }玄範な作者群の生活

が如実に詠み込まれていることで知られる『万葉集』であるが，ここには「委文J1志者~J 1之

都」を含む歌が十首見られる。 J顎を追って殺討する。

355 大汝少彦名乃将産志都乃石室者幾代将経(大汝と少名疹名がいましけむ，し

つの岩墨は，幾代を経ぬらむ)

431 古昔有家武人之倭文播乃帯解替需・・・(いにしえにありけむ人がしつの帯

を解き替えて・・・)

672 倭文手護数二毛不有・・・(しつの環のように，数にもあらぬつまちないわが身

を・・・)

804 阿迦萌森爾 志都久良字知意イ支・・・〈赤駒にしつ鞍をうち置いて・・・)

903 倭文手纏数母不在 身菊波在等・・・(しつの環のように，数にもあらぬつまら

ない身ではあるが・・.) 

1809 倭文手纏賎吾之故・・・(しつの環のように 賎しい我ゆえ・・・〉

2628 去家之委文旗帯乎結垂・・・(いにしえの，しつはた苦を結び垂れて・・・〉

3286 倭文幣乎手取持荷 ・・・(しつぬさを手に取り持ちて・・・)

4011 神社爾農涜鏡之都寵等呈蘇倍・・・{神の社に，照る鏡をしつに取り添えて・

4236 木綿手次肩爾取掛棲文幣乎手爾取持部・・・〈ゅうだすきを肩に取り掛け，

しつぬさを手に取り持ちて・・・)

これらをみると， 355で誌建葉槌命と関わちのある出雲の神，大汝と少彦名の名がでてくる

のが輿味深く思われる。

672・903・1809は 委文をしづと呼ぶと思われ賎つまりいやしい つまらないの意で使

われている。いずれも環(たまき〉に掛かっているc 倭文は古い織物で，舶来の新しい織物よ

り劣ること，裂の環が玉の環に劣ること，の再方の意味が込められているようにも思える。需

工異曲で，すでに慣用匂化している。

431と2628は， t委文が既にいにしえのもの，つまり古い昔のものという意味になってい

る。帯に掛かっているのも共通で，これも既に積用匂のように使われており，多くの人々が，

委文一吉一帯 を連想して捜っていたようである。
ゅう

3286と4236には，木綿だすきと共に，倭文ぬさという言葉が使われておち，たすきを肩

にぬさを手にという動作は，神に祈る様を表すものと患われる

4011には，鏡と{委丈がセットで歌われている。下池山古墳の鏡と縞織物の状況を窃得とさ
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せる。

万葉集の諸歌から， i委文には帯・環・鞍・幣などの多i壊にわたる用途があったことがうかが

える。神に祈る際，鏡と対にするということが，とりわけ興味深く思われる。

なお，歌ではないが

4372に f右一言{委文部可良憲Jと作者名があり，行委文部Jという委文製作の専門集団の存

在を示している。

4 r延喜式』

I廷喜式jは平安拐期の吉選法文で 王朝政治の事務章程を規定した現存唯一の古文献であ

る。 ii委文Jはこのうち f神祇」の部分に多く記載されている。

苦uえば，巻第一「神祇」には

社一百九十入所。
キヌ シトワ{しつり} ヲ チカラヌノ

座別結五尺。五生薄絡各一尺。倭文一尺。木綿二雨。蘇五雨。庸布一丈四足。倭文纏

万形。 f委文三す 結謹万形。箱三寸

など{委文の文字が数えきれないほど出てくる。

神事に使用する倭文は，吊，絡などの次に記載され，その後に木綿や森が記されている。つ

まり吊や箱といった絹識物の次，植物繊維の前にあって，一般的な名詞として扱われている。

委文は絹や麻と共に，ある特徴を持ったよく知られた織物であり 神事に関連した裂であるこ

とがうかがえる。縫殿寮という衣服を扱う部署には記載がなく，日本富有の織物であるが衣服

ではなかった，と考えざるをえない。ただし， Ws本書紀iゃ f万葉集jでみたように，帯に

使われていた例はあるが，帯は衣寂の中でも特に呪的要素が強いため，倭文はやはり宗教的，

呪的な性格を持っていたと思えるのである。

また「主計上」に「委文調布・.Jの文字が見え，穀j可冨の調;こ「倭文三十一端J，常陸国

の課に「倭文三十一端jが見える。読としても納めていたらしいが その用途は分からない。

巻九「神祇九jには神社名が列記されている。いわゆる式内社である。そのうち震文にかか

わる名をもっ神社を挙げてみる。

大和国 葛下郡 葛木倭文生天羽雷命神社(天羽雷命は建葉槌命と同神とされる)

伊勢国鈴鹿郡 f委文神社

駿j可国富士郡 {委文神社

伊豆国西方郡 f委文神社

甲斐国亘麻郡 f委文神社

常陸国久慈郡 静神社

近江田滋賀郡 f委神社

上野田部波郡 f委文神社

丹後国加佐郡 {委文神社
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与謝郡 {委文神社

但馬冨朝来郡 倭文神社

伯香国 JII村郡 倭文神社

久米郡 怪文神社

これらの神社のうち，昭和 52年に刊行された f全国神社名鑑j(全昌神社名鑑刊行会史学

センター〉には，次の6社が記載されている。

茨城県那珂郡 静(しず)神社祭神建葉槌命

群馬県伊勢崎市倭文(しとり)神社天羽槌雄命

山梨黒韮崎市 倭文(しずり〉神社天)j)j槌雄命

京都府与謝郡 倭文(しどり〉神社天羽槌雄命

鳥取県倉吉市 倭文〈しどり)神社武葉槌命

東伯郡 倭文(しとり)神社建葉槌命・下照短命

これらの神社のうち，茨城県つまり常陸の静神社と鳥取県東伯郡つまり伯警のイ委文神社が共

に rs本書記jに記された「建葉槌命jを祭神としている。また下黒姫は出雲の神につなが
る。伯香は出雲の近くであり，鳥取県東伯郡の神社周辺には，古来倭文の部民が多数居住して

いたと伝えられている。

5 r釈日本紀tr古語拾遺j

『釈E本紀jはト部兼方が丈永11年 (1274)か翌年に著した， r日本書紀iの注釈書であ
る。父のト部兼文が前関白一篠実経などに講述したものなど，私記・旧説を編集したものであ

る。この巻八，述義国の門事代下」に rt委文神Jの項がある。
「倭文神 大間云。此神在何見。先鶴串云。笠常陸国0 ・・・ f委文者営建国之所済

也。 ・・・重間云。倭文。其形弊如何。先師申云。古語拾遺。文布云々。号綾布之類歎。

建久諸祭輿行之持。大蔵省年預申状有青第文之布云々。j

ここに，重要な指捕[倭文は青第文の布」が出てくる。もっとも「綾布の類かjとも書いて

いるのであるが，建久諸祭以下の記述は具体的であ与，説得力がある。はじめて，倭文の特徴

が浮上したので、ある。

ここに出てくる『古語拾遺jも検討したい。この書は祭記関係氏族の斎部広成が大河 2年

(804)平城天皇に撰上したものとされる。「古語の遺りたるを拾うj という題で為り，西宮一

民によると，祭記を主とした年中行事の事物起源の「便莞」的な便利さゆえ，よく利用された

であろうということである。

倭文は，天照大神が怒って石窟に篭ったため，神々治宝何とかその心を和ませようとする場面

に出てくる。思兼神が神への接げ物として鏡などと共に

「天羽槌雄神(倭文が遠担なり。)をして文布を織らしむ。Jとある。

rs本書紀i に基づいているはずなのに，建葉槌が天羽槌雄となっている。)j~は衣競のこと
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なので，わが冨富有の織物である委文の祖神としたのであろうが，詳紹は分からない。なお，

前述した『全国神社名鑑jには，倭文神社の三社が天羽槌雄命を祭神としてお乃， r古語拾遺』
の影響を受けていることが考えられる。

6 その他の文献

fしづ」で有名なのは，i嘉義経の一生を描いた『義経記jに出てくる「しづやしづしづのお

だまき繰り返し昔を今になすよしもがなJであろう。静錦前の歌として記されているが，名前
おだまき

の静と卑しいの賎，苧環に関わりのある倭文が掛詩になっている。成立年代は鎌倉と室町の再

説があるが，中世までは棲文がよく知られた言葉であったことを思わせる。苧環は麻糸を巻い

た状態を指すので，この倭文は麻織物ではないかと考えられる c

なお，この歌の本歌は f伊勢物語j三十こにある f古のしづのおだまきくり返し昔を今にな

すよしもがなJであり，更にその本歌は， r古今集J雑上の「いにしへの倭文のおだまきいや
しきも良きもさかりはありし物也jである。

時抗は下るが，江戸時代の新井白石7)と本居宣長8)の文覇支も検討したいと患う。

白石の随筆集[東雅」に倭文についての文章がある or古語拾遺.Lr倭名診.1， r釈日本紀i
などの引用があり，これまで筆者が述べたような記述があるが 「シヅとは筋をいふに鉱たりj

と記しているのは疑問である。倭文の本来の膏辻清音「シツJであったと思われるので， i筋j

に通じるとは考えがたい。

宣長も随筆集のなかで「シヅリjと訴してf委文を取り上げている or釈日本紀J， r万葉集.L
f駿河国風土記lr常睦国風土記Jなど幅広く引用し，新井白石の説も紹介している。
本稿でも，古代の風土記に関する文献をもっと挨討したかったのであるが，時需が足りず課

題として残ってしまった。

おわりに

以上みてきたように， 11委文Jは本来「しつjと司11むE本国有の織物であり，その特徴は青

筋文つま号青色の多い稿識物であろうと考えられる。既に古文献に「いにしえの」とあるの

で，その起源は相当古いとみられる。素材は絹か埴物繊維かという問題や，大きさの問題もあ

るが，素材や大きさは一定しておちず，青色の議議物であり，宗教的，呪的要素の強いもので

あったということが特徴であると考えられる。用途は様々であるが鏡とのセットがあること

から，下池出古墳出土の議議物が 11委文jである可能性は撞めて高い。

なお，大野晋の f日本語の起諒j9)には， 1シツJ~こ対応するタミル語 tettu の意味は「組組

で編むjであり，袋物を作るのに{吏いその材料辻木の繊維，とある。難解な「しつ」の語i票所

究の参考になりそうである。

f委文は賎と重なる言葉として使われたり，絹識物の次に記載されたりしているところから植
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ゅう

物繊維で作られたものも多数あったのではないだろうか。木綿や麻は絹よりも神事にイ吏われる

ことが多いので， t委文の材料も謹物繊維が多かったかもしれない。

倭文の起源だけでなく，縞の起源なども含めてまだまだ考えるべきことは多い。

注

1) B本書紀坂本太郎・家永三郎・井上光貞・大野晋校注岩波文恵 1994年

2 )新校万葉集葎潟久孝・佐伯権友著観元社 1965年

3)延喜式正宗敦夫著 日本古典全集刊行会 1927年

4)釈E本紀黒板勝美・国史大系編集会編吉川弘文堂 1965年

5)吉語拾遺西宮一民校注岩波文庫 1985年

6)吉事記倉野憲司校?主岩波文庫 1980年

7)新井白石全集 国書刊行会編冨書刊行会 1977年

8)本居宣長全集本居渚造編吉JII弘文館 1927年

9) 日本語の起源大野晋著岩波新書 2000年
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